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の貯蔵調節、脂溶性二次代謝産物の蓄積に関与している。マメ科植物クララ  (Sophora flavescens) 
においては、sophoraflavanone G (SFG) を始めとする生理活性プレニルフラバノンは地下部コルク
組織に蓄積しているが、脱分化したクララ細胞培養系にコルク組織を添加すると、細胞生長に影






1. コルク組織添加による  SFG 生合成中間体検索及びフラボノイド生産への影響 1)  
クララ培養細胞にコルク組織を添加して培養したときにコルク組織に蓄積される二次代謝産物
について精査を行い、3 種の新規化合物 (18 - 20) のほか、12 種類のフラボノイド  (1, 2, 4, 5, 7 - 9, 
11 - 14, 17) を効率的に単離・構造決定した (Fig. 1)。これらのうち、8-dimethylallylnaringenin (1) 及
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Fig. 1. Flavonoids isolated from cork tissue co-cultivated with S. flavescens cells and plausible biosynthetic routes for them.
 2
今回の検討により  SFG の生合成過程を化合物レベルで明らかにすることができた。またコル
ク組織及び methyl jasmonate (MJ) を併用することにより  LG の蓄積量が飛躍的に増大すること
も見いだし、これを大量に単離することが容易となった。 
 
2. SFG 中のプレニル側鎖の生合成起源 2) 
 コルク組織及び MJ の添加により  SFG 生合成能を促進したクララ培養細胞に  [1-13C]glucose 
を投与し、13C で標識された SFG を単離した。その 13C 標識部位を  13C NMR によって解析する
ことにより、ラバンドリ ル基中の二つのイソプレン単位は、共に 1-deoxy-D-xylulose-5-phosphate 











3. クララ培養細胞中の leachianone G 2''-dimethylallyltransferase (LGDT) 3) 















4. SFG 形成に関与する三つの膜結合性酵素の細胞内局在性 3) 
 ショ糖密度勾配遠心法により、ラバンドリル基形成に関与する三つの膜結合性酵素の細胞内局在
性について検討を行い、naringenin 8-dimethylallyltransferase (N8DT) 及び LGDT は共にプラスチト
に存在するのに対し、生合成過程において二つのプレニル化反応の間に位置する  2' 位の水酸化反























































5. コルク組織の添加による  SFG 生産促進機構の検討 4) 
コルク組織添加時のクララ培養細胞中の SFG 生合成酵素活性変動について検討することによ




6. コルク組織の他の植物培養細胞系への応用 5) 
カエサルピニア  (Caesalpinia pulcherrima) 培養細胞にコルク組織や MJ、酵母エキスを添加する
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Fig. 4. Biosynthetic route from naringenin to sophoraflavanone G  by  two discontinuous dimethylallylations and
2'-hydroxylation and precursors/products transport systems in S. flavescens cultured cells.  N8DT,   naringenin 8-
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